
１．基本情報

（１）所在地をご回答ください （２）従業員数をご回答ください
所在地 回答社数 回答社数

13．東京都 8 11

14．神奈川県 1 16

26．京都府 1 19

27．大阪府 7 19

28．兵庫県 6 23

31．鳥取県 1 15

32．島根県 1 24

33．岡山県 73 127

34．広島県 15

37．香川県 7

38．愛媛県 5

39．高知県 1

41．佐賀県 1

合計 127

業種 合計

１．1,000万円
未満

２． 1,000～
3,000万円未

満

３． 3,000～
5,000万円未

満

４． 5,000万円
～1億円未満

５．1～10億円
未満

６．10億円
以上

4．建設業 5 1 1 1 2

5．製造業 24 4 4 11 3 2
6．電気・ガス・熱供給・
水道業 2 1 1

7．情報通信業 5 2 1 1 1

8．運輸業，郵便業 6 1 2 2 1

9．卸売業，小売業 43 2 8 9 14 7 3

10．金融業，保険業 7 3 4

11．不動産業，物品賃
貸業 2 2

12．学術研究，専門・
技術サービス業 3 1 2
13．宿泊業，飲食サー
ビス業 1 1
14．生活関連サービス
業，娯楽業 5 1 1 2 1

16．医療，福祉 1 1

17．複合サービス事業 3 1 1 1
18．サービス業（他に
分類されないもの） 19 1 6 2 3 5 2

20．分類不能の産業 1 1

合計 127 6 28 23 32 25 13

2019年度　岡山商科大学　企業アンケート

・アンケート期間：2019年9月6日　～　9月18日

・アンケート対象：本学卒業生（2017・2018年度卒業）の就職先企業等　264社

・アンケート目的：学生に在学中に身に着けさせる学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照らして、学
生の卒業後の進路・就職状況等から、教育の成果や効果が上がっているかについて検証する。

（３）資本金をご回答ください

（４）業種をご回答ください

従業員数
1． 50人未満

2． 50～100 人未満

3． 100～200 人未満

4． 200～300 人未満

5． 300～500 人未満

6． 500～1,000 人未満

7． 1,000 人以上

合計
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２．就職時の知識・能力修得状況

企業アンケート　教育の3要素別　集計値/回答社数
ソート　：回答3　：   抜本的な教育が必要　：　大きい順　

第1要素  2項目 第2要素  3項目 第3要素  4項目 合計  9項目
業種 回答社数 回答1 回答2 回答3 回答1 回答2 回答3 回答1 回答2 回答3 回答1 回答2 回答3

医療、福祉 1 0.00 1.00 1.00 0.00 2.00 1.00 0.00 1.00 3.00 0.00 4.00 5.00
建設業 5 0.60 1.00 0.40 1.00 0.80 1.20 1.80 1.40 0.80 3.40 3.20 2.40
サービス業（他に分類できない） 19 0.16 1.37 0.47 0.37 2.11 0.53 1.00 2.32 0.68 1.53 5.79 1.68
金融業・保険業 7 0.00 1.86 0.14 0.00 2.57 0.43 1.71 1.71 0.57 1.71 6.14 1.14
学術研究、専門・技術サービス業 3 0.00 1.00 1.00 0.00 3.00 0.00 1.00 3.00 0.00 1.00 7.00 1.00
生活関連サービス業・娯楽業 5 0.20 1.60 0.20 0.80 2.00 0.20 0.80 3.00 0.20 1.80 6.60 0.60
製造業 24 0.08 1.79 0.13 0.33 2.29 0.38 1.46 2.46 0.08 1.88 6.54 0.58
運輸業・郵便業 6 0.33 1.33 0.33 0.67 2.33 0.00 0.67 3.17 0.17 1.67 6.83 0.50
電気・ガス・熱供給・水道業 2 0.50 1.50 0.00 1.00 2.00 0.00 1.00 2.50 0.50 2.50 6.00 0.50
不動産業・物品賃貸業 2 0.00 2.00 0.00 0.00 2.50 0.50 3.00 1.00 0.00 3.00 5.50 0.50
情報通信業 5 0.00 1.80 0.20 0.00 3.00 0.00 1.80 2.20 0.00 1.80 7.00 0.20
卸小売業 43 0.28 1.67 0.05 0.63 2.33 0.05 1.74 2.19 0.07 2.65 6.19 0.16
複合サービス業 3 0.33 1.67 0.00 1.00 2.00 0.00 2.33 1.67 0.00 3.67 5.33 0.00
分類不可能の産業 1 2.00 0.00 0.00 0.00 3.00 0.00 4.00 0.00 0.00 6.00 3.00 0.00
宿泊業・飲食サービス業 1 2.00 0.00 0.00 1.00 2.00 0.00 4.00 0.00 0.00 7.00 2.00 0.00

合計 127 0.23 1.57 0.20 0.48 2.26 0.26 1.52 2.23 0.25 2.23 6.06 0.71
回答1　：　すぐに仕事に対応可能
回答２  ：　社内で教育すれば
回答3　：   抜本的な教育が必要

（９）■倫理観■社会のルールを守る倫理観の習得

要素１：知識・技能

要素2：思考力・判断力・表現力

要素3：主体性・態度

（５）■会話・文章力■テーマ内容を的確に表現・伝達する日本語・外国語能力の習得

（６）■意欲・責任感■社会事象に積極的に参加しようとする意欲と責任感の習得

（７）■協調性■多様な人々と協調して主体的に活動するリーダーシップの習得

（８）■持続性■生涯にわたって学び続けようとする態度の習得　

（１）～（９）岡山商科大学では、次の9項目の知識や能力を身に付けた学生に対して、学位を授与する方針（ディプロマ・ポリシー）を
掲げています。本学の卒業生は、就職時にそれらを身に付けていましたか。

（１）■専門知識■専門分野に関する専門知識の習得

（２）■一般知識■社会科学の種々の問題を的確に捉える幅広い一般知識の習得

（３）■思考力■社会事象を論理的、創造的に思考する能力の習得

（４）■判断力■社会事象を的確に捉える洞察力と判断力の習得
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３．今後、本学に求める、人材育成について

業種

回答
社数

複数
回答
数

１．自ら課題
を設定する
力、仮説を
立てる力

２．データ
活用やＩＴ
にかかる
能力・スキ
ル

３．主張、
反論をす
るディベー
ト力

４．板挟み
や想定外
と向き合い
調整する
力

５．修士レベ
ルの専門的
知識・技能

６．一般知
識・技能

７．論理的
思考力

８．人の話
を聴く能力

９．自己管
理能力

１０．問題
解決力

16．医療，福祉 1 4 1.00 1.00 1.00 1.00
4．建設業 5 14 0.60 0.20 0.60 0.20 0.20 0.40 0.60
18．サービス業（他に分類されないもの） 19 62 0.47 0.05 0.05 0.21 0.47 0.26 0.58 0.63 0.53
10．金融業，保険業 7 30 0.71 0.29 0.29 0.43 0.29 0.29 0.57 0.57 0.86
12．学術研究，専門・技術サービス業 3 12 0.67 0.33 0.33 0.33 0.67 0.67 1.00
14．生活関連サービス業，娯楽業 5 19 0.80 0.40 0.40 0.80 0.60 0.80
5．製造業 24 82 0.63 0.21 0.08 0.29 0.04 0.33 0.33 0.46 0.58 0.46
8．運輸業，郵便業 6 22 0.83 0.17 0.17 0.17 0.33 0.33 0.67 0.67 0.33
6．電気・ガス・熱供給・水道業 2 6 0.50 1.00 0.50 1.00
11．不動産業，物品賃貸業 2 7 1.00 0.50 0.50 0.50 1.00
7．情報通信業 5 18 1.00 0.60 0.20 0.20 0.40 0.60 0.60
9．卸売業，小売業 43 141 0.56 0.23 0.07 0.28 0.23 0.26 0.60 0.51 0.53
17．複合サービス事業 3 18 1.00 0.33 0.67 0.67 0.67 0.67 1.00 1.00
20．分類不能の産業 1 2 1.00 1.00
13．宿泊業，飲食サービス業 1 3 1.00 1.00 1.00
合計 127 360 0.52 0.18 0.08 0.24 0.01 0.20 0.24 0.47 0.43 0.47

14 9 9 11 2 10 12 15 12 15

業種
回答
社数

複数
回答
社数

１．研究活
動

２．キャリ
ア教育

３．イン
ターン
シップ

４．ボラン
ティア活
動

５．地域貢
献活動
（フィールドス
タディ）

６．部活・
サークル
活動

７．海外
留学

8．その他

16．医療，福祉 1 2 1.00 1.00
4．建設業 5 12 0.20 0.60 0.60 0.40 0.40 0.20
18．サービス業（他に分類されないも 19 38 0.26 0.68 0.37 0.11 0.21 0.32 0.05
10．金融業，保険業 7 10 0.43 0.71 0.14 0.14
12．学術研究，専門・技術サービス業 3 5 0.33 0.33 0.33 0.33 0.33
14．生活関連サービス業，娯楽業 5 10 0.60 0.20 0.40 0.20 0.40 0.20
5．製造業 24 45 0.21 0.38 0.33 0.17 0.29 0.25 0.25
8．運輸業，郵便業 6 10 0.50 0.50 0.17 0.50
6．電気・ガス・熱供給・水道業 2 3 1.00 0.50
11．不動産業，物品賃貸業 2 3 1.00 0.50
7．情報通信業 5 9 0.40 0.80 0.40 0.20
9．卸売業，小売業 43 88 0.14 0.60 0.67 0.12 0.16 0.28 0.07
17．複合サービス事業 3 6 0.33 0.67 0.33 0.33 0.33
20．分類不能の産業 1 1 1.00
13．宿泊業，飲食サービス業 1 3 1.00 1.00 1.00
合計 127 245 0.18 0.57 0.46 0.13 0.20 0.27 0.10 0.02

8 13 13 7 11 11 7 3

回答業種数

回答業種数

（１）今後どのような力の育成を充実するのが望ましいと思われますか

（２）今後どの分野の支援を充実させることが望ましいと思われますか。

2019/9/24 20190919企業アンケート集計003.xlsx

0001 1993

 　35　 


